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1 は じ め に

スカシユリの切花品質は,球根の大きさに左右されるこ

とが知られている。切花品質はおもに切花の長さと花薔数

で評価され,一般的にはより大きな球根の使用でこれらの

品質が向上する。 しかし,必要以上に大きい球根を使用す

ると切花が大きくなりすぎることがあり,その場合生産コ

ストの上昇にもなるので,目的の規格を満たす切花が得 ら

れる範囲でできるだけ小さい球根を使用するのが望ましい。

そこで,抑制栽培における球根のサイズと切花品質との関

係を明らかにすることを目的に本試験を実施 した。

2試 験 方 法

0)球根サイズ (球周)

① 8～ 10¨ ②10～ 12cm ③12～ 14cI

解凍球のりん片をはがして 3段階の大きさに調製した。

2)定植日 ① 7月 12日 ② 8月 9日

3)供試品種 ①グランパラディソ ②モナ

`)試
験規模 1区 96～ 160球 ,反復なし

G)耕種概要

①栽植距離 床幅100m,12X12c l,8条 植

②施肥量 窒素・燐酸・加里 各1 5kg/a

③栽培環境 雨よけハウス,黒寒冷紗 1枚

被覆 (植付～9月 中旬まで)

6)試験場所 岩手県和賀郡沢内村 (標高約3001n)

表 1 供試球根の状況

3 試験結果及び考察

(D 生 育

定植から8月 上旬までは日照不足で経過したが,生育は

概ね順調であった。生育途中の調査では,品種・定植日に

かかわらず,球根サイズに比例 した生育量を示した。

●)採花期

両品種ともいずれの定植日においても球根サイズによる

採花期の差は少なかった。到花日数は,7月 12日定植では

両品種とも50～60日 であつたが,8月 9日 定植ではそナで

55～70日 ,グランパラディツで61～ 77日 と長くなった。

C)切花品質

7・ 8月 定植とも切花長,切花重,花奮数はほぼ球根サ

イズに比例して向上したが,品種によりその程度に差があっ

た。

グランパラディツの切花長は,7・ 8月 定植とも8～ 10

cln球で75cm,12～ 14co球では90clと なり,球根サイズによ

り最大15cmの差がみられた。一方花薔数は,8～ 10錮球で

約 3個 ,10～ 12cm,12～ 14cm球で 4～ 5個であり,球根サ

イズによる差があった。定植時期別では,各サイズとも 7

月定植のものと比べて8月 定植のものが同等か上回る品質

となったが,特に10～ 12cm球で顕著であった。以上より,

本品種は切花長・ 花雷数において球根サイズによる差が現

れやすいと認められたが,今回供試した球根サイズの範囲

内では切花が大きくなりすぎることはなく,大球を使用 し

た方が高品質の切花が得られた。

モナの切花長はグランパラディツに比べて短 く,いずれ

の場合も80m未満にとどまった。球根サイズによる差は7・

8月 定植とも6cl程度で,グ ランパラディツと比べて差が

小さかった。花雷数はいずれも5～ 6個 と比較的安定 して

おり,球根サイズによる差は少なかった。定植時期男1では
,

全てのサイズの切花長・切花重と,8～ 10帥球の花雷数に

おいて,8月 定植のものが若干上回る程度であった。以上

よりこの品種は,本試験で供試した球根サイズの範囲内で

は切花品質の差が小さく,大球を使用しても切花品質に反

映されにくかった。

`)採
花率

採花率,モ ナではいずれの球根サイズでも90%以上で問

題なかったが,グランパラディツの8～ 10m球では50～ 70
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表2 グランパラディツの生育量及び切花品質
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*採花期 7月 12日定植  9/3～ 9/10
8月 9日 定植 10/10～ 10/27

表3 モナの生育量及び切花品質

*採花期 7月 12日定植  8/30～ 9/8
8月 9日 定植 10/4～ 10/20

4ま と め

スカシユリの抑制栽培で,球根サイズと切花品質との関

係を検討し,次の結果を得た。

(1)球根サイズに比例 して切花品質は向上するが,そ の

程度は品種によって差があった。

8)球根サイズによる採花期の差は少なかった。

6)グランパラディンは球根サイズによる切花品質の差

が大きかった。 7・ 8月 定植では,球周10～12cllの球根で

切花長80111,花薔数 4個以上の切花が得られたが, 8～ 10

cm球ではプラインドの発生が多くなり,採花率力Ⅵ低下した。

%と 大幅に低下 した。これはプラインドの発生が多くなっ   14)モ ナは球根サイズによる切花品質の差力・/1ヽ さかった。

たことによるが,そ の原因として球根の能力の低きのほか  10～ 12m球で切花長70m,花雷数 6個以上の切花が得られ

に,生育初期の日照不足の影響が大きいと考えられた。   た。採花率は良好であった。

表4 採花率
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